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い
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れ
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が
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沿
革
が
あ
る
不
ら
移
転
と
同
時
に
移
植
さ
れ
た
一前
よ
り
の
ど
意
志
に
よ
り
五
月
四

民

間

れ

訪

日

開

一日
十
日
臨

時

訪

れ
れ
一

日

駐

日

時

い

と

一

守

は

よ

U2
と
の
盛
談

一

町

長

室

の
一日

一

UH
U、
ふ
て
ま
る
】
乙
の

一日
明

つ

じ
】
日
露
戦
争
直
愛

一旧

日

間
以

内

詰

滑
に
五
千

写
真
は
寄
贈

の

す

き

一-J
一川、

Jlf・
h・1

J

I

t
h--ド
・一ャ
ィ
ル
ト川
けと

】

ム
放
送
日

毎
週
月
曜
l
土
曜

漁

協

に
入
学
金
を
添
え
て
お
申

検
査
を
受
け
な
く
て
も
よ
い
計

川

鉄

道
、
軌
道
、
索
道
、
電
車

協
同
組
合

お
手
も
と
に
届
か
な
い
場
合
は

旨
申
出
て
く
だ
さ
い
o

m忍
お

)

一二

h
J
V
沼

い

一局

ν…
…

許

諾

何

日
ド

訪

れ

諒

一

一十
円
(
た
だ
日
日

計

百

日

ド

日

明

日

舶

、
航
空
機
に
取

駐

日

吋
前
九
時
か
ら
午
後

税

務
課
ま
た
は
出
張
所
へ
そ

の

(

税

務
説
)

・
1
iド
L1
1
L1
J
J
・-
ペ
ベ
H
M

一川一
勺
川勺

eh
H
h
h
勺旬

、•• 

ム
内
容

①

近
代
農
業
技
術

し

年

間

テ

キ

ス

ト

代

)

の

】

ω検
査
有
効
期
間
内
の
タ
ク
シ

②
水
産

①

生

活

改

善

な

お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
川
取
引
、
証
明
以
外
に
使
用
す

l
メ
ー
タ
ー
、ガ
ス
メ
ー
タ
ー
、

ム
入
学
申
込

市
麗
林
謀
、
教

農
林
課
お
よ
び
も
よ
り
の
農
協

る
許
可
を
受
け

「取
引
証
明
以

水

道

メ
ー
タ
ー、

ガ
ソ
リ
ン
量

育
委
員
会
、
も
よ
り
の
農
協
、

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い。

外
の
用
」
と
記
入
し
た
も
の
。

掛

ω左
の
計
量
器

①

長
さ
計
H
伸
縮
目
盛
付
直

尺
、
伸
縮
回
路
付
角
度
直
尺
、

実
目
盛
付
曲
り
尺
、
伸
縮
目
盛

付
曲
り
尺一、れ
ん
尺
、回
転
尺

②
は
か
り
日
精
密
天
び
ん、

極
微
天
び
ん

小川
温
度
計

小
川
体
積
計
硝
石
製
ま
す
、

お

よ
び
陶
鈍
器
製
ま
す
、
化
学
用

体
積
計

ω圧
力
計

刷
密
度
計

川
脱

皮

計

制
限
度
計

小
川比
重
計

(二)

福
祉
年
金
の
受
給
権
者
は

所

得

の

届

け

出

を

し

て

く

だ

さ

い

(示282号)りよ大村市政だ(毎月 1日.10臼.10日発行)

加
工
品

②
魚
肉
ね
り
製
品

①
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

類

①
と

う
ふ
加
工
品
お
よ
び
と
ま
ど
う

ふ

⑤
菓
子
類

@
と
乙
ろ
て

ん
お
よ
び
か
ん
ざ
ら
し

(大
村
保
健
所
)

食
品
販
売
業
者
の
登
録

大
村
保
健
所
で
は
昭
和
三
十

六
年
度
の
食
品
堅
四
業
者
の
登

録
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、

つ
ぎ
の
食
品
を
販
売

(行
商
を

含
む
)
さ
れ
る
か
た
は
、
も
れ

な
く
登
録
し
て
く
だ
さ
い。

な
お
、
登
録
を
怠
っ
た
場
合

は
五
千
円
以
下
の
罰
金
ま
た
は

科
料
に
処
せ
ら
れ
る
と
と
に
な

「
て
い
ま
す
。

登
録
は
大
村
保
健
所
窓
口
(
受

付
)
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

登
録
料
が
一

件
に
つ
き
百
円
必

要
で
す

①
魚
介
、
鯨
肉
類
お
よ
び
そ
の

長
崎
県
、
長
崎
県
教
重
安
員

会
、

N
H
K
長
崎
・
佐
世
保

放
送
局
で
は
、
乙
の
た
び
つ
ぎ

の
と
お
り
長
崎
県
ラ
ジ
オ
農
業

学
校
を
開
設
し
ま
し
た
の
で
多

数
お
印
込
み
く
だ
さ
い
。

ム
期
間

昭
和
三
十
六
年
四
月

三
日
か
ら
向
う
一
カ
年

き
た
る
六
月

一
日
か
ら
六
月
十

日
ま
で
計
量
器
の
定
期
検
査
が

別
記
日
程
に
よ
り
実
施
さ
れ
る

と
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が、

定
期
検
査
に
受
検
す
る
計
量
器

の
種
類
お
よ
び
数
そ
調
査
す
る

た
め
に
町
総
代
を
通
じ
て
各
世

情
に
調
査
曹
を
配
付
し
て
お
り

ま
す
の
で、

皆
様
が
た
の
世
情

出
席
者
H
郵
便
主
事
伊
川
英
治

貯
金
主
任
田
中
武
夫
、
保
険
主
事

森
買
の
三
氏

①
各
一戸
に
門
札
を
出
し
て
ほ
し

い
(家
族
の
名
前
を
全
部
書
く
)

②
転
居
間
用
紙
が
市
鉱
閉
、
出

藍
附
に
備
え
つ
け
だ
あ
る
の
で

転
居
の
際
は
ぜ
ひ
利
用
し
て
ほ

し
い
。

③
郵
便
物
の
あ
て
名
は、

番
地

番
号
な
と
ま
で
、
は
っ
き
り
普

い
て
ほ
し
い
。

①
飼
犬
は
つ
な
い
で
ほ
し
い
。

(か
み
つ
く
く
せ
の
あ
る
犬
は

必
ず
)

⑤
小
包
の
包
装
は
厳
重
に
し
て

ほ
し
い
。

⑥
郵
便
受
箱
を
つ
く
っ

て
ほ
し

'v 

(庶
務
課
)

計
量
器
の
定
期
検
査

昭和何 年 5月10日
(昭和日年4月12臼第三極華l'便物認可)

ラ
ジ
オ
農
薬
学
校
開
設

事
前
調
査
書
は
出
し
て
く
だ
さ
い

に
定
期
検
査
を
受
け
る
計
盤
掛

が
あ
れ
ば
、
必
ず
記
入
し
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

定
期
検
査
の
当
日
必
ず
聞
係

地
区
の
検
査
場
所
に
計
量
器
を

持
参
し
て
検
査
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。定

期
検
査
を
受
け
な
い
計
量

器
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
定
期

け
し
の
栽
培
は

必
ず
許
可
を

「
け
し
」
の
栽
培
時
期
と
な

り
ま
し
た
が
、

あ
へ
ん
採
収
ま

た
は
観
賞
を
目
的
と
し
た、

不

正
栽
培
を
す
る
も
の
が
、

あ
と

を
た
た
な
い
現
状
で
す
。

観
賞
用
で
あ
っ
て
も
、
許
可
が

必
要
で
あ
り
ま
ず
か
ら
、

「け

し」

を
栽
培
さ
れ
る
か
た
は
、

大
村
保
健
所
に
届
出
て
、

許
可

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。(農

林
諜
)

き
り
し
ま
、
つ
つ

じ
な
ど
を
寄
贈

定
期
検
査
地
区

別

日

程

六
月

一
日

松
原
出
張
附

六
月
二
日

市
役
所

六
月
三
日

市

蝕
附

六

月

四

日

西

大
村
出
張
附

六
月
五
目

。

六
月
六
日

三

浦
出
張
所

六
月
七
日
鈴
田
出
張
所

六
月
八
日

竹
松
出
張
所

六
月
九
日

福
重
出
張
所

六
月
十
日
午
前
中

萱
瀬
出

張
所
、
午
後

萱
瀬
第
一
農
業

F
4
5
2
5
2
5ミ
5
2
5
2
N

行
な
い
ま
す
。
浸
種
ず
る
日
数

・
カ
リ
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
施
し

染
す
るい
門書
防
止
に
つ
と
め
ぷ

…

ω

農

事

メ

モ

ω

品

仏

は

水
温
じ
よ
っ

て
ち
が
い
ま
す

て
お
き
ま
し
ょ
う
ο

し
よ
う
。

l

-守、，、，、
r

、4
，‘，、，、，、，、
r

、，、
ζ

，、，、，、〆い

川

が
、
大
体
三
日
ぐ
ら
い
が
適
当

el
i

-
-
a
l
!ole-
-
〔
ト
マ
ト
】

一
水

稲

一

で
す
。
楠
浸
し
の
場
合
は
停
日

一
そ

さ

い

の

病

害

病
持
と
し
て
は
一位
病
、
誕
刀
川

機
水
ず
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

一

ピ
柄
、班
点
的
、輸
モ
ン
病
な
と

川

…

①

種
子
ま
き
の
準
備
を
す

④
苗
代
の
肥
料
は

前
作
の

【

馬

出

薯

〕

が

お
も
な
も
の
で、

と
く
に
現
…

山
る
頃
に
な
り
ま
し
た
が
種
子
ま

極
矧
や
肥
消
に
よ
っ
て
ち
が
い

五
月
に
な
る
と
、
例
年
気
温

在
特
生
を
し
て
い
る
も
の

ω、
川

ケ
J
C
は
田
植
前
三
五
t
四
O
日
を
ま
す
が
、
お
お
よ

AZ
7
=卒
も
上
昇
し、

疾
病
の
繁
殖
が
盛
葉
刀
ピ
、
持
病
で
す
。
防
防
一県
川

川
目
標
に
行
な
い
ま
し

ょ

う

。

万
メ
ー
ト
ル
当
り、

チ
ッ
ソ
、
ん
に
な
る
の
で
ボ
ル
ド
ウ
液
、

剤
と
し
℃
は
、
ジ
ネ
ブ

λ

マ
ン
川

川
②
実
の
よ
く
入
っ
た
大
き

リ
ン
サ
ン
は
そ
れ
ぞ
れ
二
六
i
銅
水
銀
剤
を
散
布
し
て
未
然
ドド
ネ
ブ
、
銅山小
川蹴剤
、
ト
l
J
ア
ジ

川

川
な
籾
ほ
ど
丈
夫
な
苗
が
で
き
ま

一ニ
0
グ
ラ
ム
、
カ
リ
は
一ニ

o
t
防
止
す
あ
こ
と
が
の
ぞ
ま
し
い

ン
の
散
布
が
必
棋
で
ヲ
。
一
応
川

川
す。

塩
水
選
、
唐
箕
選
を
ぜ
ひ

三
四
グ
ラ
ム
程
度
で
す
。

さ
ら
【
西
瓜
、
甜
瓜
、
胡
瓜
】

発
生
ヲ
る
と
、
な
列
な
か
防
ぐ
川

一
行
な
い
ま
し
ょ
う。

イ
モ
チ
病

に
完
熟
し
た
堆
肥
J

宝
了

六

キ

う

り

類
は
タ
ン
ソ
病
、
ベ
ト

と
と
が
困
制
で
す
か
ら
、
初
貼
山

川
や
緑
虫
心
枯
病
防
除
の
た
め
、

ロ
グ
ラ
ム
ぐ
ら
い
施
し
ま
し
ょ

病
の
発
生
が
多
く
な
る
の
で
、

に
徹
一民
し
た
防
除
を
討
な
つ
よ

山

川
薬
剤
消
毒
や
冷
水
温
湯
漫
法
も
う
。
肥
え
て
い
る
か、

や
せ
て

ジ
ネ
ブ
、
マ
ン
ネ
ヴ
剤
、
銅
水
う
に
し
ま
す
。
多
従
庄
の
掛
合
川

川
行
な
っ
て
ま
き
ま
し

ょ

う

。

い
る
か
に
よ
っ
て
チ
ッ
ソ
分
だ

銀
剤
の
散
布
に
よ
っ
て
防
除
を
は
、
雨
巾
敵
州
で
も
効
慌
が
あ
川

川
③
浸
種
は
発
芽
を
促
進
し
芽

け
加
減
し
ま
し
ょ
う。

徹
底
し
て
行
な
う
と
と
も
に
敷

り
、
伝
染
弦
間
ぐ
の
に
役
立
ち

川

川
の
揃
い
が
均

一
に
す
る
た
め

に

苗

代

の
と
き
か
ら
リ
ン
サ
ン

わ
ら
を
行
な
い
、
土
塘
か
ら
伝
ま
ず
。

川

第
三
回
目
の
百
日
咳
と

ジ

フ
テ
リ
ア
の
予
防
接

種
第
三
回
目
の
百
日
咳
、
ジ
フ

テ
リ
ア
の
予
防
接
種
を
つ
ぎ
の

日
割
で
行
な
い
ま
す
。

第
二
回
の
接
種
を
さ
れ
た
か

た
は
忘
れ
な
い
で
接
種
し
て
く

だ
さ
い
。

ム
時
聞
は
午
後
一

時
か
ら
三
時

ま
で

(保
険
衛
庄
課
)

実
腕
場
所

第
三
回

三
浦
出
張
所

市
役
所

5
月
日
日

5
・
日

東
大
村
小
学
校

中
央
公
民
館

鈴
田
出
張
所

池
田
敬
老
院

市
立
病
院

竹
松
出
張
所

福
重
出
張
所

萱
瀬
出
彊
附

松
原
出
張
所

5
・
口

5
-
M
 

5

・M
5

・m
U

5
-
m
 

5

・M

5
・お

5
・初

5

・U

徴
税
令
書
は
直
接
郵
送

固
定
資
産
税
、

軽
自
動
車
税

の
徴
税
令
書
を
五
月
十
五
日
付

で
送
付
し
ま
し
た
の
で
、
受
付

取
っ
て
く
だ
さ
い
。

本
年
か
ら
徴
税
令
書
の
送
達

方
法
を
改
め
て
、
納
税
義
務
者

あ
て
直
接
郵
送
し
ま
す
の
で、

も
し
相
当
期
間
経
過
し
て
も
、

忌
明
に
寄
付

五
月
一
日
本
町
凶
丁
同
山
口
セ

イ
さ
ん
は
亡
夫
山
口
雄
太
郎
さ
ん

の
忌
闘
に
社
会
敏
育
の
一
環
と
し

て
青
少
年
育
成
の
た
め
に
と

一
万

円
を
寄
託
さ
れ
ま
し
た
。

(教
育
安
員
会
)

場

fifT 

第
一
回

腸
パ
ラ
チ
フ
ス
の
予
防
接
種
期
日
、
場
所

実

施

市
律
的

東
大
村
小
学
校

池
田
敬
老
院

鈴
回
出
脹
所

三
浦
診
療
所

5
・日

福
重
出
張
一附

5
・
日

松
原
出
張
所

5
・
M

賀
瀬
出
張
所

5
・
日

中
央
公
民
館

5
-
M

竹
松
出
張
所

5
J
お

市
立
病
院

5
・
M

ム
時
出
は
午
後
一

時
か
ら
一二
時
ま
で

第
二
回

5
月
口
日

5
・
口

5

・M
5
-
m
 

5

・
n

5
・
詑

5

・
n

5

・
n

-3

・3

t
-

つ】

第
三
四

月
月
M
日

5

・
μ

5
・
ぉ

5

・
m

5

・mu
s
-初

5
・
却

.、F
-
nv

z
、
‘
っ、V

5
・
出

氏
U

・

守

i

ロU
-

Q
U

5
・
剖

(保
険
衛
生
課
)

t
u
・

ウ
d


